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今 金 南 地 区 今 金 北 地 区 
 

〇区画整理工事 

・上鈴金北工区 

・上金原工区 

・宝田工区 

・八束第１工区 

・八束第２工区 

・宮ノ下南第１工区 

・宮ノ下南第２工区 
  

〇測量・設計業務 

  ・北八束第１工区  

・北八束第２工区 

・上濁川工区 

・濁川工区 

・下濁川工区 

・換地計画 用地測量 
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〇区画整理工事 

・トマンケシ北工区 

・中トマンケシ北工区 

・下トマンケシ北工区 

・下トマンケシ南工区 

・西神丘南第１工区 
 

 

 

 

〇測量・設計業務 

  ・鈴岡北工区 

・鈴岡南工区 

・神丘北工区 

・神丘南工区  
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国営農地再編整備事業だより 
    №1３   令和 2年７月２２日 発行  今金町国営農地再編推進本部 

 本年度の期成会総会は、５月１２日にＪＡ今金町事務所２階会議室 

において開催されました。 

 例年であれば構成員の皆さまにご出席いただいての総会とするとこ 

ろでありましたが、今回の総会については新型コロナウィルスの世界 

的流行による感染予防対策のため、基本的に役員のみの出席による書 

面総会の形式による開催といたしました。 

 当日は、役員のほかに構成員７名の出席と１０８名分の書面議決書 

の提出があり、会議の冒頭に内ヶ島会長の「工事に係る受益者皆さまの 

要望や施工後のほ場状況など各種課題の対応を役員会中心に、現場を確認しつつ対応してきた。事業が進捗

する中で、当期成会も目的の基盤整備のみならず、整備された農地を最大限に生かしつつ、新たな技術導入も

検討しながら、次なるステップの地域農業を構築していかなければならない」との挨拶のあと、佐藤弘一議長の

進行のもと、報告事項１件、議案６件について議事が進められ、全ての議案が原案通り承認されました。 

 

議長に選任された佐藤弘一氏 

令和２年度 事業の進捗状況 

今金南地区ならびに今金北地区の造成工事が本格的に始まり、工事に係る大型車両の通行量が

増えておりますので、工事現場付近や周辺道路などの交通の安全には十分ご注意ください。 

また、工事期間中にやむを得ず振動や騒音が発生し、ご迷惑をおかけするかもしれませんが、何卒皆

さまのご理解とご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

前述のとおり、上鈴金北や上金原などの各工区において工事説明会

が開催され（北地区においては個別に説明）、予定されている全ての

工区で本年度の工事が始まりました。 

現在のところは比較的順調に進捗しておりますが、工期内で無事完

了するためにも、今後の天候の安定が望まれます。 

また、設計にかかる聞き取り会議についても、八束北や鈴岡北など

の工区をはじめとして順次、受益者の皆さまからの聞き取りが開催さ

れています。 

今年度は業務を請け負う業者のほとんどが札幌に事業所を構えて

いるため、コロナウィルスの流行による緊急事態宣言から、予定より 

会議の開催が若干遅くなりましたが、感染拡大予防に留意しつつ、 

聞き取りを進めていきます。後日、対象の皆さまにご案内いたします。 

 

 

 

令和２年度 区画整理工事・設計聞き取りがはじまりました 

 



 

 

 今金南・北地区ともに工事計画期間の半ばを迎え、工事区域も南地区は八束方面、北地区は神丘方面が 

中心になってきました。 

 これまで客土等に利用する土砂は上金原から運搬しておりましたが、神丘（トマンケシ）地区に新たな土

取り場を設置することとなりました。 

 既に現地に植生している樹木の伐採など工事が始まっており、土砂の採取は早ければ今年の秋から始まり、

数年間にかけて採取する予定です。 

 

 住宅地や大型店舗にも近いことから、工事・運搬車両の通行には細心の注意を払いつつ工事を進めます 

が、皆さまにおかれましても付近を通行の際にはご注意くださいますよう、お願いいたします。 

 

 

 

 去る、4月 23日に開催された国営農地再編整備事業促進期成会役員会において、ルールの改正が諮られ、 

主なものとして以下について承諾いただきました。 

 

 ●「工事後の不具合対応について」（基本ルール冊子 3０ページ） 

  工事後の不具合への対応については、聞き取り調査に基づき、3者（期成会役員・函館農業事務所・推 

進室）による協議によって実施の判断は従前のとおりですが、対象とする基準を明確にする目的として、 

以下の文章を追記しました。 

  「工事完了後、施工実施年度内に関係受益者から聞き取り調査を行い、営農状況・整備工事施工量

等を勘案の上、工事完了後の融雪後（春）若しくは収穫後（秋）に整備工事を行います。面工事につ

いては原則、施行翌年度までの対応とし、これ以降に発生したものは営農対応となります。」 

  要点とするのは、「面工事にかかる不具合対応は工事施工の翌年度までで、それ以降については受益者 

 の負担で行うこととする。」ということを明確にいたしました。 

  限りある事業費の中で、これから施工を予定している工区にも十分な施工予算が行き届くため、上記の 

とおりご理解ください。 

「設計・施工基本ルール」の主な改正について  

今金北地区「土取り場」の設置について  

国道２３０号線 
土砂採取工 

至 せたな町 

至 今金市街 

  Ｎ 

テーオーストア 今金店 



 

 

 

 

 

工事が終了した工区において、換地処分に向けた計画の一環として確定測量が実施されます。 

これは、区画整理工事が終了しても土地の境界が従前のままであるため、換地後の境界線を確定するため

に必要な最終的な測量となります。 

確定測量業務は檜山振興局の発注で実施され、今年度実施する区域は平成２６年度に区画整理を実施した

今金南地区の工区のうち、豊田・鈴金地区の６９ｈａで実施しています。 

確定測量は来年度以降も、今金北地区も含め工事が完了した工区から順次実施していく予定です。 

  

 

 工事終了後のほ場で、特に用水供給時に「Ｇバルブに異物 

（ゴミのほか、カニや魚など）が詰まった」ということで対 

応を求める連絡が毎年数件あり、都度、推進室の職員で処理 

してきました。 

 ただし、この場合はフォアス給水栓の「不具合」に該当す 

るものではなく、設備を引き渡した後に生じた管理上の支障 

であり、その管理義務は使用者にあります。 

つきまして、同様のケースを含め不具合に該当しない支障 

案件が生じた場合は、その使用者において対応することが本来の形でありますので、ご理解くださいますよ

うお願いいたします。 

 ※フォアス操作説明会開催時に配布した、説明資料や操作マニュアルをご参照ください。 

フォアス給水栓（Ｇバルブ）への異物混入対応について 

 

 

 

確定測量が実施されます 


